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「
音
風
景
の
会
」 

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
・コ
ン
サ
ー
ト
復
活 

成
田 

徹
男
（Ｃ
Ｂ
Ｃ
） 

「
音
風
景
の
会
」
協
力
、
ア
ナ
ロ
グ

同
好
会
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
新
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
で
２
０
２
０

年
５
月
か
ら
休
会
中
で
し
た
が
、
昨

11
月
28
日
、
１
年
半
ぶ
り
に
復
活

し
ま
し
た
。 

常
連
の
皆
さ
ん
は
、
揃
っ
て
懐
か
し

く
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

 

現
在
の
テ
ー
マ
は
全
国
ご
当
地
ソ

ン
グ
。
今
回
は
新
潟
県
・
戦
前
編
で

す
。
今
後
は
戦
後
編
と
続
き
、
日
本

列
島
を
西
へ
と
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き

ま
す
。 

奇
数
月
の
最
終
日
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
尾
張
旭
市
中
央
公
民

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
自
由
で
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

▼
関
西 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
文
楽
鑑
賞 

髙
井 
久
雄
（Ｋ
Ｔ
Ｖ
） 

落
語
を
中
心
と
し
て
、
上
方
芸
能

全
般
を
幅
広
く
鑑
賞
す
る
関
西
民

放
ク
ラ
ブ
の
名
物
同
好
会「
落
語
（上

方
芸
能
）
を
楽
し
む
会
」
の
令
和
４
年

は
、
１
月
18
日
に
恒
例
の「
初
春
文

楽
公
演
」
（
国
立
文
楽
劇
場
）
鑑
賞
で

幕
を
開
け
た
。 

昨
年
も
、
大
阪
府
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
の
強
行

開
催
だ
っ
た
が
、
今
年
も
、
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
こ
そ
発
令

さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、

当
日
の
大
阪

府
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
者

数
は
５
３
４

７
人
と
過
去

最

高

を

更

新
す
る
中
で

の
開
催
と
な

っ
た
。 

昨
年
末
に

は
感
染
者
数

が
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
26
名
の
方
々
か
ら
参

加
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
（
昨
年

の
参
加
者
は
19
名
）
。
と
こ
ろ
が
年

明
け
か
ら
感
染
が
日
に
日
に
増
大
し
、

第
６
波
突
入
が
確
実
視
さ
れ
る
中
、

参
加
を
辞
退
さ
れ
る
方
が
続
出
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
し
た
が
、

当
日
ま
で
の
辞
退
申
し
込
み
は
わ
ず

か
に
１
名
の
み
で
、
25
名
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
い
た
。 

や
は
り
、
恒
例
の
新
春
文
楽
鑑
賞

を
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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こ
れ
ま
で
は「
寿
式
三
番
叟
」
を
含

む
第
１
部
を
鑑
賞
し
、
正
月
気
分
に

浸
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
だ
が
、
今

年
は
趣
向
を
変
え
て
、
第
２
部
の「
絵

本
太
功
記
」
を
鑑
賞

す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
、
武
智
光
秀

（
明
智
光
秀
）
が
主

君
・
尾
田
春
長
（
織

田
信
長
）
を
本
能
寺

で
討
っ
た
後
、
真
柴

久
吉
（
羽
柴
秀
吉
）

に
討
伐
さ
れ
る
ま
で

の
13

日
間
を
描
く

代
物
で
あ
る
。 

今
回
は
、
光
秀
が

信
長
に
辱
め
を
受

け
る「
二
条
城
配
膳

の
段
」
、
光
秀
の
母

さ
つ
き
を
中
心
と
し

た
一
家
の
人
間
模

様
を
描
く「
夕
顔
棚

の
段
」
、
そ
し
て
こ
の

演
目
の
最
大
の
山
場

で
あ
る
十
段
目
「
尼

ケ
崎
の
段
」
が
上
演

さ
れ
た
。
こ
の
段
で

は
、
母
さ
つ
き
、
息

子
十
次
郎
を
め
ぐ

る
光
秀
一
家
の
悲

劇
と
、
光
秀
・
秀
吉

が
対
峙
し
て
大
見
得
を
切
る
睨
み
合

い
が
描
か
れ
る
。
歌
舞
伎
で
も
幾
度

と
な
く
上
演
さ
れ
て
い
る
人
気
の
段

で
あ
る
。 

語
り
は
前
半
・
豊
竹
呂
勢
太
夫

（
と
よ
た
け
・
ろ
せ
た
ゆ
う
）
、
後
半
・

豊
竹
呂
太
夫
（と
よ
た
け
・
ろ
だ
ゆ
う
）

が
熱
演
、
光
秀
の
人
形
は
人
間
国

宝
・
桐
竹
勘
十
郎
が
貫
禄
の
演
技
、

そ
の
迫
力
に
客
席
全
体
が
引
き
込
ま

れ
て
い
く
。
見
応
え
た
っ
ぷ
り
の
舞
台

で
、
こ
の
演
目
を
選
ん
で
本
当
に
よ
か

っ
た
、
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。 

た
だ
、
心
配
に
な
っ
た
の
は
観
客
の

数
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
25
名
を
含
め

て
も
空
席
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
懸
命
に
演
じ

て
お
ら
れ
る
技
芸
員
の
皆
さ
ん
に
報

い
る
べ
く
、
わ
れ
わ
れ
も
客
席
か
ら
応

援
し
て
こ
の
文
化
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
、

と
思
い
を
新
た
に
し
た
。 

 
 

新春公演のロビーには新春を祝う「にらみ鯛」が飾られていた 


